
川原寺出土の渦文埼

1957年にお こなわれた川原寺の第 1次調査において、

来四郎南端東側の包合l脅から出土した紘利l水i皮文理は、

わが国におけるJMfl[1技術の1m始をつげる資料のひとつ t

して知られている。 この|埼-の制査で出土した、 もう 1J-i 

の文様j~~ につ い て報告する 。

渦文iIの観察 I答に対面する束回廊の南から 5問自の悲

ffJ.付近から出土 したものである。10.5cm x 6. 5cm程の破片

で、各辺の全長を知るこ tはで.きないが、 2 :i221立直}tlに

交わりブ'j-f専とみてよい。l平さは縁辺で1.1cm、中央に向か

つて次第に厚l床を増す。!f!倣創立はぽ垂直になり、断而が

梯形をなすものではない。JI台土は乳白色を呈 し、キ;'1良。

やや軟質の焼き上がりである。ヨドヨIt繰flhが施されていた

ものと考えられるが、最IJ落が著しく確認ができない。表

前のj向文は、幅 2mm、深さ 1mm前後、断而U字状の沈線

で 4粂の同心円狐を摘し泌商は図の左右方向に軽いケ

ズリを加え、側縁に沿って狭い面取りをお こなう 。釘穴

等の穿孔、五l陪1・・選舎は認められない。

川原寺の緑軸i尊 川原寺で使用されていた緑軍Ihf専には、

大きく 二者がある。ひとつは冒頭に述べたもので、以~

1.5cm、表面に半肉彫りて.水i!主文を表す。類例は1973年の

京大門の剖査においても 出土している。京地は砂粒を合

む粧i倣なもので、表而から側而にかけて施手Ihをおこない、

誕而には製作時の布圧痕を残す。

他方は、 1974年の川原寺袋山遺跡、の調査で、火中した

塑像 ・ :t~f.仏等 t tもに、大小30点近くがまとまって出土

したもので、大きさのわかるものは縦15.5cm、機25.0cm、

!平さ1.2cmをはヵι。京地はきわめて精良で白色を呈 し、

繊細な沈線で静かな水波文を表現したものし太いへラ

拙沈線てill.¥文と波の泡立つt景子を表現 したものがある。

泌而に布圧痕はなく、京市で軽いケズリをiJllJ縁の方向に

平行に力11えている。施軍111は、而j者と同様表而および{Y.IJ而

におこない、裏而に及ぶものもある。素地の表而にえ("

り込みそ設け、施手Ih.焼成後、その窪みの中にj奈l喰を塗

り込めた筒所カfいくつかみられる。 また、縁辺に釘穴ぞ

むつものがある。

これらの裏而には「八J (川jdi寺)r第十一口三Jr八大」

rl:ll J ()IIJ東寺裳1.lJ) とい った家IJ型:・望書がみえ、堂内の

壁面もしくは須弥坦を荘厳した際の番付と考えられてい

る。同一位|体に、表IJ普:t占込書でそれぞれ奥なる内容を記

したものもあるため、こうした記紋には製作時 ・使用H寺

なE複数の文脈のあったことがうヵ、がわれる(奈良国立

博物館 『飛鳥の:t~f.仏と塑像J 1976年、 8頁 図版17)。

まとめ これまで寺域内からは、半肉彫りの水波文J専の

i出土 しか知られて いなかった。今回報告したif，.¥文埠は、

1I台土 ・形状 ・製作技術などの特徴から、 川g長寺表山遺跡

出土の緑手Ihi品文J専と同ーのものである 。進山遺跡に埋納

された:ill物が、本来いずれの堂併に属するものであった

のかを~1f~定する手がかりとなろう 。

(次山 淳/飛九資料館)

川原寺出土潟文ltlj

(実測図1・2、写真1:1) 
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